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～誰ひとり、取り残さないために、つながります～ 

 

～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 

JDF能登
の と

半島
はんとう

地震
じしん

支援
しえん

センター 

 センター長
ちょう

 田中
た な か

 弘幸
ひろゆき

 

No.22 

２０２４年 

１０月１９日 

 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

 第２２クール（１０/１４-１０/１9）は、浸水の影響で仮設住宅

が閉鎖されたり、一部地域が断水になったりしている中、輪

島朝市には多くの重機が入り解体作業が進んでいました。

少しずつですが復興の気配も見えてくる中、今回、支援スタ

ッフ４名、マネージャー含め全員が男性でした。 

  

 
協力団体との連携により、

とりくんでいます 

支援の継続が大切～被災した自宅の片付けから～ 

  震災から 10か月経ちますが、まだ解体されていない建物も多

く、今回の地震や豪雨の被害の大きさを目の当たりにしました。 

そんな中、被災された方と一緒に半壊、全壊した自宅で片付け

や引っ越しの支援をさせていただき、「これからも生まれ育った町

で暮らし続けたい」、「思い出の詰まった自宅を何とかしたい」とい

った思いに触れ、少しでも力になりたいと感じました。その反面、

私一人の支援では大したこともできず、復興への道のりの険しさ

も感じてしまいました。だからこそ今回自分の目で見て感じたこと

や学んだことを帰ってから伝え、支援を途切れさせずに繋げてい

けるようにすることが非常に重要だと感じました（西村） 
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＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULR と QRコード 

 

 

 

 

利用者の居場所としての作業所～２回目の参加から～ 

5月の第 2クールに続いて、2回めの参加になりました。輪島、珠

洲の視察では 5月の時より重機等が入って解体等が始まっている場

所もありましたが、復興には程遠い感じでした。珠洲市の施設の方が

地震から何とかやってきたが豪雨で心が折れた、と言われたたのが印

象的でした。 

3日間、作業所支援に入らせていただきました。自分で車を運転さ

れて通所されている利用者がおられ、豪雨前は片道 30分ほどだっ

たが、豪雨後は片道 2時間かけて通われているとのことでした。この

方は作業中や納品時の車内でゲームの事や自宅の事など色々と話を

してくれました。作業所が利用者の方々の「居場所」を担っていること

を改めて感じました。（中村） 

 
非日常の中で日常～あすなろふたばぱいんの会での活動 

輪島、珠洲の視察では、豪雨のため浸水した誰もいない汚れた仮設住宅を見た時は、本当に心が痛く

なりました。僕は、事業所支援に入らせていただきました。 

豪雨のため車で通勤する道が通行止めになり片道 2時間もかけて通われている利用者さんがおられ

ました。この方の一番の楽しみのゲームセンターもまだ営業再開できておらず早く復興して利用者さん

の楽しみなども取り戻せるようになって欲しいなと切に思いました。水もある電気も通っている当たり

前の日常に感謝して自分の事業所でもまた頑張ろうと思いました。（水谷） 

 

被災地での貴重な体験～思いに寄り添う事の大切さ～ 

輪島・珠洲の視察では、倒壊した家屋や壊れた道路から地震の凄まじさを感じると同時に心が痛みま

した。その様な状況でも、倒壊した自宅の整理や仮設住宅への引っ越し作業に集中し、私たち支援者には

気丈に振舞うだけに留まらず気遣う様子さえあり、支援の中で私自身が学びました。 

そして、依頼内容に対応するだけでなく、会話を膨らませてその中から「他に困っていることはない

か」を探ったところ、買い物の支援や新たな依頼の相談を受けることに繋がり、感謝のお言葉を頂いた時

は嬉しい気持ちになり、微力ですがお役に立てたと思いました。今後も１つの支援・１つの依頼に囚われ

ず、また実際支援出来るかどうかに関わらず、障害のある方の思いや願いに寄り添う姿勢だけは忘れず

にいようと思います。（赤祖父） 
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